
わ か り や す く 、 楽 し く 伝 え る 沖 縄 県 広 報 誌

ち ゅ ら し ま お き な わ

無料

沖縄県

波
も
、
時
も
、
ゆ
っ
く
り
と
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県
は
、
戦
後
80
年
の
節
目
に
、
平
和
を
希

求
す
る
「
沖
縄
の
こ
こ
ろ
」
を
県
内
外
に
発

信
す
る
と
と
も
に
、「
ユ
イ
マ
ー
ル
」
や
「
チ

ム
グ
ク
ル
」
と
い
っ
た
沖
縄
の
精
神
文
化
の

基
と
な
る
琉
球
歴
史
文
化
の
理
解
を
深
め
る

取
組
を
「
琉
球
歴
史
文
化
の
日（
11
月
１
日
）」

の
関
連
事
業
と
し
て
行
い
ま
す
。

年
間
を
通
し
て
、
教
育
・
文
化
機
関
と
連

携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

戦
後
80
周
年
平
和
祈
念
公
演

「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
芸
能
」

■
場
所
：
国
立
劇
場
お
き
な
わ　
大
劇
場

■
日
時
：
９
月
28
日（
日
）　

14
時
開
演

平
和
へ
の
祈
り
を
込
め
沖
縄
戦
を
題
材
に

し
た
新
作
能
「
沖
縄
残
月
記
」
と
、
文
化
の

交
流
と
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
令
和
6
年

11
月
に
県
と
友
好
都
市
協
定
を
締
結
し
た
韓

国
済
州
道
の
芸
能
を
上
演
し
ま
す
。

博
物
館
特
別
展
「
戦
災
文
化
財
」

■
場
所
：
県
立
博
物
館
・
美
術
館

■
期
間
： 

９
月
30
日（
火
）〜
11
月
30
日（
日
）

沖
縄
戦
で
被
害
を
受
け
た
文
化
財
を
通
じ

て
戦
争
の
い
た
ま
し
さ
を
知
り
、
平
和
の
重

要
性
を
考
え
る
と
と
も
に
、
先
人
が
築
い
た

沖
縄
独
自
の
文
化
財
を
取
り
戻
し
て
き
た
軌

跡
を
紹
介
す
る
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

そ
の
他
の
取
組

先
に
記
載
し
た
取
組
以
外
に
も
、
10
月
か

ら
11
月
に
か
け
て
、
戦
中
に
途
絶
え
戦
後
復

興
を
果
た
し
た
地
域
に
根
付
く
伝
統
芸
能
な

ど
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
Ｔ
Ｖ
特
番
の
放
送

や
、
戦
後
の
沖
縄
の
歴
史
を
振
り
返
り
つ
つ
、

当
時
を
彷
彿
さ
せ
る
よ
う
な
沖
縄
の
お
笑
い

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
「
お
笑
い
で
見
る
沖

縄
戦
後
史
『
笑
い
ま
シ
ョ
ー
お
き
な
わ
』」

を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の
緊
張
緩
和
と
信

頼
醸
成
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
か
じ

め
未
来
の
世
界
を
祝
福
し
、
平
和
と
安
定
を

祈
願
す
る
た
め
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の
音
楽
や

芸
能
を
披
露
す
る
「
だ
れ
も
し
ら
な
い
演
芸

会 

〜
戦
後
80
年 

命
の
音 

祈
り
の
舞
〜
」
を

開
催
し
ま
す
。

問い合わせ 　文化振興課　電話：098-866-2768

沖縄の歴史と文化沖縄の歴史と文化
沖縄のこころ「チムグクル」の継承・発信に向けた取組

第５回

沖縄戦後80年・
ベトナム戦争終結50年祈念
「ベトナム、記憶の風景」
11月22日（土）～令和8年1月18日（日）

沖縄県立博物館・美術館

ル
オ
ン
・
ス
ア
ン
・
ニ
ー 

《
読
書
す
る
若
い
娘
》

各
取
組
を
紹
介
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

こ
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

11月1日は 琉球歴史文化の日

2美 ら 島 沖 縄 2025.9

５年に一度、
全員参加の
統計調査

９月20日から
調査書類を
お届けします
キャンペーンサイト
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11月1日は 琉球歴史文化の日

「美ら島沖縄」電子Book版と
バックナンバーは、県ホーム
ページでご覧いただけます。

［美ら島沖縄の設置場所］ 美ら島沖縄 
県内コンビニ、モノレール各駅等で無料配布しています。
また、公共機関や銀行、病院など多くの方々が利用する施
設でもご覧いただけます。新規設置施設も受け付けていま
すので、関心のある方は広報課までご連絡ください。なお、
全世帯向けの戸別配布は致しかねます。ご了承ください。

公式LINE
@okinawa-
government

公式Ｘ
@okinawa_pref

Instagram
@churashima_
okinawa_offi cial

沖縄県庁広報課 美ら島沖縄

大城副知事は、フィリピンで行わ
れた、ダバオ慰霊祭に参列しました。
ダバオでは、戦前に移民として移り
住んだ県人のうち、1万2千人余りが
太平洋戦争で尊い命を落としまし
た。副知事は、玉城知事の代読で追
悼の言葉を捧げ、戦没者のみ霊を慰
めました。

慰霊祭のほか、ダバオ市副市長や
在ダバオ日本総領事館、フィリピン
日系人会への表敬訪問や現地の方々
との交流会を通して、絆をより一層
深める機会となりました。

池田副知事は内閣府を訪れ、令和
8年度沖縄振興一括交付金の増額な
どを求めました。
近年の人件費や物価高の影響によ
り、県・市町村における事業の進捗
遅れや規模縮小など、県民生活への
影響が生じていることを説明し、予
算増額の必要性を訴えました。

内閣府一括計上予算に係る社会資
本整備関連についても、空港・港湾
の整備や河川などの防災・減災のた
めの整備を進めていく必要があるこ
とから、所要額の確保を求めました。

県内８つの平和関連施設の館長や
学芸員などが集い、平和を考えるシ
ンポジウムを開催しました。
各施設の活動紹介のほか、パネル
ディスカッションでは、沖縄戦の実
相・教訓の継承、平和発信の重要性
など、活発な議論が交わされました。
玉城知事は、沖縄から平和の心が

広がっていくことに期待し、平和を
希求する「沖縄のこころ」をより一
層強く発信しました。

知的障がいのある方々を対象とし
た空手大会が沖縄空手会館で開催さ
れました。
沖縄の先人達によって創造され、
継承されてきた空手は、厳しい鍛錬
を通して身体を鍛え、心を磨き礼節
を重んじる「平和の武」として世界
中に広く普及しており、性別、年齢、

国籍、障がいの有無を超えた文化と
して親しまれています。
玉城知事は開会式で、出場者の皆
さまを激励しました。選手達は日頃
の稽古の成果を存分に発揮され、空
手を通じた交流が深められた大会と
なりました。

ダバオ慰霊祭参列

内閣府予算増額を求める
要請

シンポジウム「みんなで継承しよう。沖縄戦の記憶　
沖縄のこころ ～8館と一緒に考える～」を開催

第5回
チャレンジング・パーソン空手

7月

6

7月

6

7月

9

7月

22

沖縄県の主な出来事県 政 フ ラ ッ シ ュ 92025
vol.6002025.07

追悼の言葉を
捧げる大城副
知事

内閣府担当者
に要請書を
手交

意見交換を行う平和関連施設の館長など

活気あふれる大会の様子

02  戦後80周年平和祈念事業　
沖縄の歴史と文化

03 県政フラッシュ
04  特集： 高齢者フレンドリーな長寿社会に

むけて
06  戦後80年 記憶と未来のタイムマシン　
［第５回　健康編］

08  沖縄県の地域外交について　
沖縄県の地域外交の取組について

 読者の声
09  県の動き１　
下水道の大切さ、一緒に考えてみませんか？

  県の動き２　
沖縄特区・地域税制に係る各種制度の紹介に
ついて

10  Fun Fan Local  ［vol.5 南城市］
 アンケート＆プレゼント　
11  県の動き３　
９月は「健康増進普及月間」です

12 情報ひろば
14  県の動き４　
おきなわ＃7119電話相談窓口について

 広報課からのお知らせ

静けさ漂う海の中をゆっ
たりと泳ぐウミガメの姿
に、沖縄の穏やかな時間
を感じます。こんな日常
がずっと続きますように。
（撮影：上出 俊作）

「波も、時も、ゆっくりと」
今月の表紙

人口・世帯の動き（2025年７月１日現在）

65万7,962世帯
※前月比540世帯増加

146万5,247人
※前月比64人増加

総人口 世帯数

3 美 ら 島 沖 縄 2025.9

５年に一度、
全員参加の
統計調査

９月20日から
調査書類を
お届けします
キャンペーンサイト



特 集

高
齢
者
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な

長
寿
社
会
に
む
け
て

沖
縄
県
の
高
齢
化
の
現
状

沖
縄
県
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
、

35
・
３
万
人
（
令
和
６
年
現
在
）
で
、
高
齢

化
率
は
23
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
５
０
年
（
令
和
32
年
）
に
は
46
・
８
万

人
、
高
齢
化
率
は
33
・
６
％
と
な
り
、
県

民
の
３
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
な
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
県

は
75
歳
以
上
人
口
が
全
国
一
高
い
伸
び
率

で
増
加
す
る
一
方
で
、
働
き
盛
り
世
代

（
15
歳
〜
64
歳
）
は
約
20
％
減
少
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
、
今
後
、
社
会
は
大
き
く

変
化
し
て
い
き
ま
す
。

急
速
な
高
齢
化
に
伴
っ
て
認
知
症
や
軽

度
認
知
障
害（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）も
増
加
し
て
お
り
、

そ
の
合
計
人
数
は
全
国
で
約
１
，０
０
０
万

人
（
令
和
４
年
時
点
）、
高
齢
者
の
３
・
６

人
に
１
人
が
認
知
症
ま
た
は
そ
の
予
備
軍

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
望
む
暮
ら
し

令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
「
高
齢
者
の

生
活
状
況
調
査
」
で
は
、
生
き
が
い
を
感

じ
て
い
る
高
齢
者
の
割
合
は
全
国
平
均
よ

り
高
く
、「
孫
や
家
族
と
の
団
ら
ん
」、「
友

人
や
知
人
と
の
食
事
や
雑
談
」
な
ど
人
と

の
交
流
に
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
身
体
が
弱
っ
て
き
た
際
は
「
今
の

住
居
で
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が

ら
暮
ら
し
続
け
る
」
こ
と
を
希
望
す
る
割

合
が
高
い
な
ど
、
人
と
の
交
流
が
高
齢
者

の
生
き
が
い
と
強
く
結
び
つ
き
、
住
み
慣

れ
た
地
域
や
自
宅
で
可
能
な
限
り
自
立
し

た
生
活
を
送
り
た
い
と
望
ん
で
い
ま
し
た
。

加
齢
に
伴
う
心
身
の
機
能
の
低
下
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
き
た
買
い
物
や

外
食
、
趣
味
な
ど
外
出
の
機
会
や
望
む
暮

ら
し
を
少
し
ず
つ
あ
き
ら
め
、
徐
々
に
社

会
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
と
な
る
高
齢
者

も
多
く
い
る
一
方
で
、
誰
か
の
役
に
立
ち

た
い
、
誰
か
を
支
え
た
い
と
社
会
貢
献
や

就
労
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
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沖縄
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Q
生
き
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
か
？

Q
生
き
が
い
を
感
じ
る

時
は
？
（
複
数
回
答
）

沖縄では「人との交流」が、高齢者の
生きがいと強く結びついているんだね～

沖
縄
県
は
全
国
平
均
よ
り

「
生
き
が
い
を
十
分
感
じ
て
い
る
・

多
少
感
じ
て
い
る
」と
答
え
た

割
合
が
高
め
で
し
た
。1位2位3位4位5位

孫
や

家
族
と
の
団
ら
ん

友
人
や
知
人
と
の

食
事
や
雑
談

お
い
し
い
も
の
を

食
べ
て
い
る
時

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
を

視
聴
し
て
い
る
時

趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
に

熱
中
し
て
い
る
時

※引用データ：内閣府「令和 5年度
　高齢者の住宅と生活環境に関する調査」
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用
デ
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タ
：
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閣
府
「
令
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年
度
高
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の
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常
生
活
・
地
域
社
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へ
の
参
加
に
関
す
る
調
査
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５年に一度、
全員参加の
統計調査

９月20日から
調査書類を
お届けします
キャンペーンサイト



高
齢
者
フ
レ
ン
ド
リ
ー
社
会

高
齢
者
限
定
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
認

知
症
の
方
が
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働

く
レ
ス
ト
ラ
ン
、
終
末
期
の
家
族
旅
行
な

ど
、
身
体
機
能
の
低
下
や
認
知
症
が
あ
っ

て
も
使
い
や
す
い
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
や
、

高
齢
者
が
培
っ
て
き
た
豊
か
な
社
会
経
験

や
ス
キ
ル
を
活
か
し
た
就
労
や
社
会
参
加

の
場
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
選
択
肢
が
あ
る

豊
か
な
社
会
が
広
が
れ
ば
い
い
と
思
い
ま

せ
ん
か
？

県
で
は
す
べ
て
の
高
齢
者
に
と
っ
て
使

い
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
、
参
加
し
や
す
い
活

動
の
場
な
ど
多
様
な
選
択
肢
が
あ
り
、
心

身
の
機
能
が
低
下
し
て
も
望
む
生
活
を
で

き
る
限
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
高
齢

者
フ
レ
ン
ド
リ
ー
社
会
」
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
今
あ
る
制
度
や
分
野
の
枠

を
超
え
、
市
町
村
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
民
間
事
業
者
、
地
域
団
体
な
ど
が

共
に
高
齢
者
の
生
活
課
題
や
ニ
ー
ズ
な
ど

の
理
解
を
深
め
、
連
携
・
協
働
す
る
た
め

の
広
域
的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
ツ
ド

レ
バ
）
を
構
築
し
、
高
齢
者
が
使
い
や
す

い
サ
ー
ビ
ス
や
活
動
、
就
労
の
場
の
創
出

な
ど
の
伴
走
支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。
参

加
事
業
者
募
集
の
詳
細
な
ど
は
「
ツ
ド
レ

バ
」
の
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ

さ
い
。

今
の
意
識
が
変
わ
れ
ば
、

未
来
の
景
色
が
変
わ
る

高
齢
者
が
い
き
い
き
と
生
き
が
い
・
や

り
が
い
を
感
じ
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
は
、
す
べ
て
の
人
に
も
優
し

い
ま
ち
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

高
齢
化
に
伴
い
認
知
症
に
な
る
方
も
増

え
て
い
き
ま
す
。
認
知
症
は
誰
も
が
な
り

う
る
病
気
で
あ
り
、
認
知
症
に
な
っ
て
か
ら

も
一
人
一
人
で
き
る
こ
と
・
や
り
た
い
こ
と

が
あ
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
仲
間
と
つ

な
が
り
な
が
ら
、
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
新
し
い
認
知
症
観
」

と
い
う
考
え
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
で
は
「
今
の
意
識
が
変
わ
れ
ば
、
未

来
の
景
色
が
変
わ
る
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

「
高
齢
者
フ
レ
ン
ド
リ
ー
社
会
」、「
認
知

症
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
」
の
構
築
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
誰
も
が
お
互
い
を
尊
重

し
共
に
支
え
あ
う
、
豊
か
な
地
域
づ
く
り

の
た
め
に
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

高齢者フレンドリー社会をつなげるプラットフォーム

イベント情報イベント情報

参加申込
９月12日（金） 15時まで

問い合わせ 　地域包括ケア推進課　電話：098-894-2152

関連関連
サイトサイト

特 集

高
齢
者
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な

長
寿
社
会
に
む
け
て

沖
縄
県
の
高
齢
化
の
現
状

沖
縄
県
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
、

35
・
３
万
人
（
令
和
６
年
現
在
）
で
、
高
齢

化
率
は
23
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
５
０
年
（
令
和
32
年
）
に
は
46
・
８
万

人
、
高
齢
化
率
は
33
・
６
％
と
な
り
、
県

民
の
３
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
な
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
県

は
75
歳
以
上
人
口
が
全
国
一
高
い
伸
び
率

で
増
加
す
る
一
方
で
、
働
き
盛
り
世
代

（
15
歳
〜
64
歳
）
は
約
20
％
減
少
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
、
今
後
、
社
会
は
大
き
く

変
化
し
て
い
き
ま
す
。

急
速
な
高
齢
化
に
伴
っ
て
認
知
症
や
軽

度
認
知
障
害（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）も
増
加
し
て
お
り
、

そ
の
合
計
人
数
は
全
国
で
約
１
，０
０
０
万

人
（
令
和
４
年
時
点
）、
高
齢
者
の
３
・
６

人
に
１
人
が
認
知
症
ま
た
は
そ
の
予
備
軍

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
望
む
暮
ら
し

令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
「
高
齢
者
の

生
活
状
況
調
査
」
で
は
、
生
き
が
い
を
感

じ
て
い
る
高
齢
者
の
割
合
は
全
国
平
均
よ

り
高
く
、「
孫
や
家
族
と
の
団
ら
ん
」、「
友

人
や
知
人
と
の
食
事
や
雑
談
」
な
ど
人
と

の
交
流
に
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
身
体
が
弱
っ
て
き
た
際
は
「
今
の

住
居
で
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が

ら
暮
ら
し
続
け
る
」
こ
と
を
希
望
す
る
割

合
が
高
い
な
ど
、
人
と
の
交
流
が
高
齢
者

の
生
き
が
い
と
強
く
結
び
つ
き
、
住
み
慣

れ
た
地
域
や
自
宅
で
可
能
な
限
り
自
立
し

た
生
活
を
送
り
た
い
と
望
ん
で
い
ま
し
た
。

加
齢
に
伴
う
心
身
の
機
能
の
低
下
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
き
た
買
い
物
や

外
食
、
趣
味
な
ど
外
出
の
機
会
や
望
む
暮

ら
し
を
少
し
ず
つ
あ
き
ら
め
、
徐
々
に
社

会
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
と
な
る
高
齢
者

も
多
く
い
る
一
方
で
、
誰
か
の
役
に
立
ち

た
い
、
誰
か
を
支
え
た
い
と
社
会
貢
献
や

就
労
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
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沖縄

全国

総人口 75歳以上 65歳以上
75歳未満

15歳以上
64歳未満

Q
生
き
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
か
？

Q
生
き
が
い
を
感
じ
る

時
は
？
（
複
数
回
答
）

沖縄では「人との交流」が、高齢者の
生きがいと強く結びついているんだね～

沖
縄
県
は
全
国
平
均
よ
り

「
生
き
が
い
を
十
分
感
じ
て
い
る
・

多
少
感
じ
て
い
る
」と
答
え
た

割
合
が
高
め
で
し
た
。1位2位3位4位5位

孫
や

家
族
と
の
団
ら
ん

友
人
や
知
人
と
の

食
事
や
雑
談

お
い
し
い
も
の
を

食
べ
て
い
る
時

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
を

視
聴
し
て
い
る
時

趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
に

熱
中
し
て
い
る
時

※引用データ：内閣府「令和 5年度
　高齢者の住宅と生活環境に関する調査」

※

引
用
デ
ー
タ
：
内
閣
府
「
令
和
３
年
度
高
齢
者
の

　
日
常
生
活
・
地
域
社
会
へ
の
参
加
に
関
す
る
調
査
」

全
国

沖
縄

62.8 
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沖縄

全国
感じている
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５年に一度、
全員参加の
統計調査

９月20日から
調査書類を
お届けします
キャンペーンサイト



記憶と未来の戦後80年

小学4年生。
平和主義者。
パイン好き。

イリオモテヤマネコ。
特殊な機器を取り
付けると、なんでも
タイムマシンに変え
られる。

タ
マ

ヘ
イ
ワ

第５回　健康編

★
健
康
維
持
に
は
日
々
の
食
事
・
運
動
・
睡
眠
が
大
切
。
み
ん
な
で
健
康
意
識
を
高
め
よ
う
！

6美 ら 島 沖 縄 2025.9

５年に一度、
全員参加の
統計調査

９月20日から
調査書類を
お届けします
キャンペーンサイト



な
ぜ
沖
縄
は
長
寿
県
で

な
く
な
っ
た
の
？

平
均
寿
命
※

の
統
計
が
と
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
１
９
７
５
年
か
ら
沖
縄
は
男
女

と
も
全
国
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
長
寿
県
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
、男
性
は
２
０
０
０
年

に
は
26
位
ま
で
一
気
に
順
位
を
落
と
し
、

全
国
的
に
衝
撃
が
走
り
ま
し
た
。一
方
、
女

性
は
２
０
０
５
年
ま
で
１
位
で
し
た
が
、

２
０
１
０
年
か
ら
徐
々
に
順
位
を
落
と

し
、
２
０
２
０
年
に
は
男
性
が
43
位
、
女

性
が
16
位
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

順
位
を
落
と
し
た
理
由
は
、「
長
寿
の
島
」

と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
沖
縄
の
伝
統
的
な

食
事
か
ら
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
偏
っ
た
食

事
に
変
わ
っ
た
こ
と
、
身
体
活
動
が
減
少

し
た
こ
と
、
そ
し
て
現
代
社
会
に
は
つ
き

も
の
の
ス
ト
レ
ス
の
増
加
な
ど
、
特
に
20

歳
か
ら
64
歳
の
働
き
盛
り
の
世
代
で
は
、

生
活
習
慣
病
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

※ 

平
均
寿
命
と
は
、
あ
る
年
に
生
ま
れ
た
人

が
平
均
し
て
何
歳
ま
で
生
き
ら
れ
る
か
の

予
測
値
を
指
し
ま
す
。
一
方
、「
健
康
寿
命
」

は
健
康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ

れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る
期
間
の
こ
と

で
す
。
健
康
寿
命
に
つ
い
て
は
11
ペ
ー
ジ

で
も
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
健
康
お
き
な
わ
21
」
は

ど
ん
な
計
画
？

県
の
健
康
増
進
計
画
で
あ
る
「
健
康
お

き
な
わ
21
」
は
、
す
べ
て
の
県
民
が
健
康

長
寿
で
い
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
生
き
が

い
に
満
ち
た
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
を

目
指
し
、
健
康
づ
く
り
施
策
を
推
進
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

沖
縄
が
平
均
寿
命
の
順
位
を
落
と
す
中

で
、
特
に
問
題
視
さ
れ
て
い
る
の
が
働
き

盛
り
世
代
の
死
亡
率
が
高
く
、
男
女
と
も

全
国
ワ
ー
ス
ト
３
に
入
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
主
な
死
因
で
は
、
生
活
習
慣
病
で
あ

る
悪
性
新
生
物
、
心
疾
患
、
脳
血
管
疾

患
、
糖
尿
病
で
約
5
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、「
健
康
お
き
な
わ
21
」
で
は
、

「
肥
満
」の
改
善
や
、
企
業
と
と
も
に
労

働
者
の
健
康
増
進
を
図
る
「
健
康
経
営
」

の
推
進
、
そ
し
て
市
町
村
な
ど
と
の
連
携

強
化
を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
県
民
が
具
体
的
に
実
行
に
移

せ
る
よ
う
「
新
・
チ
ャ
ー
ガ
ン
ジ
ュ
ウ
お
き

な
わ
９
か
条
」
を
策
定
し
、
日
々
の
体
重
・

血
圧
・
体
温
測
定
や
、
朝
食
を
き
ち
ん
と

と
る
こ
と
、
適
度
な
運
動
や
健
康
診
断
の

受
診
の
推
奨
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
見
て
み
て
ニ
ャ
！

ラ
ジ
オ
体
操
を
習
慣
に
す
る

企
業
が
あ
る
の
？

始
業
時
間
に
な
る
と
、
全
社
員
が
立
ち

上
が
り
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
す
る
企
業
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
「
健
康
経
営
」
の
取
り

組
み
の
一
例
で
、
ウ
チ
ナ
ー
グ
チ
版
の
ラ

ジ
オ
体
操
を
流
す
こ
と
で
楽
し
み
な
が
ら

で
き
る
工
夫
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
血
圧
計
の
設
置
や
休
憩

時
間
の
お
や
つ
の
見
直
し
、
朝
食
を
食
べ

る
こ
と
の
徹
底
な
ど
、
各
企
業
の
仕
事
内

容
に
合
わ
せ
、
継
続
で
き
る
内
容
を
実
施

し
、
会
社
全
体
で
健
康
を
目

指
す
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
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平均寿命の全国順位の推移（沖縄県）
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平
均
寿
命
ラ
ン
キ
ン
グ
で
ト
ッ

平
均
寿
命
ラ
ン
キ
ン
グ
で
ト
ッ

プ
を
占
め
、「
長
寿
の
島
」と
し

プ
を
占
め
、「
長
寿
の
島
」と
し

て
知
ら
れ
て
い
た
沖
縄
が
、
そ

て
知
ら
れ
て
い
た
沖
縄
が
、
そ

の
順
位
を
徐
々
に
落
と
し
て
き

の
順
位
を
徐
々
に
落
と
し
て
き

て
い
る
こ
と
は
ニ
ュ
ー
ス
で

て
い
る
こ
と
は
ニ
ュ
ー
ス
で

も
度
々
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
度
々
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
長
寿
県
・
沖
縄
」を
取
り
戻
す

「
長
寿
県
・
沖
縄
」を
取
り
戻
す

た
め
に
、
県
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

た
め
に
、
県
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

敬老の日
９月15日は敬老の日。家族や親戚でおじぃやおばぁの
長寿を祝い、さらなる長生きを願いますが、健康は日々
の生活習慣の積み重ねの上に成り立つもの。おじぃや
おばぁだけでなく、働き世代や子どもたちも、健康に
ついて考える日にしたいですね。

今月のピックアップ

う
ち
な
ぁ
ぐ
ち
ラ
ジ
オ
体
操
完
全
版

（
キ
ャ
ン
パ
ス
レ
コ
ー
ド
／
ゆ
い
ワ
ー
ク
ス
）

て
ぃ
ー
ち

た
ー
ち

み
ー
ちゆー
ち

健
康
お
き
な
わ
21（
第
3
次
）

概
要
版
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５年に一度、
全員参加の
統計調査

９月20日から
調査書類を
お届けします
キャンペーンサイト



１

２

もし下水道がなかったら？

皆さんは、下水道が使えなくなったときのことを想像したことがありますか？

このように、下水道がないと、私たちの生活は脅かされ、清潔
で快適な暮らしができなくなります。
また、処理の際に発生した汚泥やエネルギーを肥料や電気にし

て活用するなど、資源の有効活用の点でも下水道は大切な役割を
果たしています。

　毎年９月10日は「下水道
の日」です。
　県では、下水道への理解
を深めてもらうため、毎年
イベントを開催しています。
今年は、９月10日（水）～15
日（月）にかけて、下水道パ
ネル展を県庁一階ロビーと
沖縄県立図書館の２カ所で
行います。ぜひ足をお運び
ください！

生活環境の悪化　
家庭で使って汚れた水を処理できないため、街の中が汚れた水や悪
臭であふれてしまい、蚊やハエなどの害虫も発生します。また、感染
症の発生・まん延にもつながります。当然、トイレも使用できません。

街の浸水
雨水を川や海に素早く流すことができないため、大雨の時には家の
中まで水びたしになってしまいます。

海や川の汚染
汚れた水がそのまま川や海に流れ込むため、魚や貝などの生き物が
住めなくなってしまいます。汚染の影響で、海で泳ぐこともできなく
なります。

沖縄特区・地域税制について

県には、県内で設備投資等を行う際に活用できる６つの特
区・地域制度があり、地場産業を営む県内企業や、県外から
沖縄に立地する企業が活用できます。
同制度は他県では類を見ない高率の所得控除や投資税額控

除などの課税特例が受けられる制度となっていて、活用実績
も年々増加しています。県では、事業者や経済団体、税理士
の皆さまからの質問・相談に対応するため、「沖縄特区、地域
税制活用ワンストップ相談窓口」を設置しています。

❶ 観光地形成促進地域
❷ 情報通信産業振興地域・特別地区
❸ 産業イノベーション促進地域
❹ 国際物流拠点産業集積地域
❺ 経済金融活性化特別地区
❻ 離島の旅館業に係る特例措置

問い合わせ 　下水道課　電話：098-866-2248

下水道の大切さ、一緒に考えてみませんか？

沖縄特区・地域税制に係る各種制度の紹介について

問い合わせ 　産業政策課　電話：098-866-2330

下水道の日とは
県下水道課
ホームページ

県下水道課
ホームページ

イベントに参加しよう！

活用できる６つの特区・地域制度

沖
縄
県
の
地
域
外
交
に
つ
い
て

﹁ 

沖
縄
県
地
域
外
交

基
本
方
針
﹂
の
策
定

令
和
６
年
３
月
に
策
定
し
た

「
沖
縄
県
地
域
外
交
基
本
方
針
」

で
は
『
新
時
代
を
切
り
開
き
、
世

界
の
平
和
構
築
や
相
互
発
展
、
国

際
的
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る

「
21
世
紀
の
万
国
津
梁
」
を
実
現

す
る
』
を
理
念
と
し
、
県
の
地
域

外
交
の
目
指
す
姿
と
し
て
、
３
つ

の
分
野
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

① 

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
平
和

構
築
に
貢
献
す
る
国
際
平
和
創

造
拠
点

② 

多
様
な
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

結
び
つ
く
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
共
創
拠
点

③ 

世
界
の
島
し
ょ
地
域
等
と
と
も

に
持
続
可
能
な
発
展
を
図
る
国

際
協
力
・
貢
献
拠
点

第
１
回
地
域
外
交
に
関
す
る

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド

地
域
外
交
施
策
を
推
進
す
る
に

あ
た
り
、
県
の
地
域
外
交
施
策
の

参
考
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
を
設
置

し
、
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
令
和
７
年
１
月
）

各
委
員
か
ら
は
、

「  

県
は
、
国
際
平
和
創
造
の
拠
点
、

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
平
和
の
触
媒

と
し
て
の
役
割
を
担
う
可
能
性
が

あ
る
。」

 「 

沖
縄
は
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
共
創

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
深
め
る
こ

と
で
、地
域
の
安
定
と
繁
栄
に
大

き
く
貢
献
で
き
る
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
。」

 「 

県
は
、地
域
外
交
を
新
た
な
外
交

戦
略
と
し
て
位
置
づ
け
、
積
極
的

に
推
進
す
る
こ
と
で
、
国
際
社
会

に
お
け
る
存
在
感
を
高
め
、
県
民

の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
。」

な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
と
し
て
は
委
員
か
ら
の
意
見

を
踏
ま
え
な
が
ら
地
域
外
交
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

沖縄県の地域外交の
取組について

Vol. 1

問
い
合
わ
せ
　

平
和
・
地
域
外
交
推
進
課　

電
話
：
０
９
８-

８
９
４-

２
２
２
６

アドバイザリーボードの会議の様子

【理念】
21世紀の
万国津梁

● 環境、土木建築、農林水産、保健衛生などの
 県内企業等と海外企業等との協働による
 新技術等導入や人材確保等

●平和な環境の下での
 自由で安定的な経済
 活動・持続可能な発展
●国際的な経済活動、
 密接な関係構築によ
 る平和と安定

●人間の安全保障と地域
 の平和への寄与
●協働によって得られる
 信頼関係と地域の緊張
 緩和への理解・協力

読
者
の
声
〈
美
ら
島
沖
縄
７
月
号
〉

「
美
ら
島
沖
縄
」の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
い
た

だ
い
た
内
容
か
ら
一
部
抜
粋
し
て
掲
載
し
て

い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、10
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
美
ら
島
沖
縄
」の
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
は
、
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

美ら島沖縄 

特
集
：
沖
縄
県
こ
ど
も
・
若
者
計
画

● 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
支
援

員
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、「
未
来
の
沖
縄

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
家
庭
の
環
境
に
左
右

さ
れ
て
し
ま
う
現
状
を
整
え
る
に
は
…
」と

日
々
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

記
憶
と
未
来
の
タ
イ
ム
マ
シ
ン

﹇
遊
園
地
・
テ
ー
マ
パ
ー
ク
編
﹈

● 

生
ま
れ
る
前
の
知
ら
な
か
っ
た
施
設
や
、懐

か
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
記
事
に
感
動
し
ま

し
た
。

Fun Fan Local ﹇
沖
縄
市
﹈

● 

沖
縄
県
内
に
ま
だ
銭
湯（
沖
縄
市
・
中
乃
湯
）

が
残
っ
て
い
た
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
！

県
の
動
き
４
：
海
や
川
で
の
水
難
事
故
防
止
に
つ
い
て

● 

毎
年
起
こ
る
水
難
事
故
は
、ニ
ュ
ー
ス
で
目

に
し
て
身
近
な
こ
と
だ
と
思
い
な
が
ら
も
、

ど
こ
か
他
人
事
と
考
え
て
い
る
自
分
が
い
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
知
識
で
も
持
っ
て
お
く
べ

き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

情
報
ひ
ろ
ば

● 

関
心
は
あ
る
け
ど
、詳
し
い
こ
と
は
知
ら
な

い
イ
ベ
ン
ト
や
募
集
が
一
目
で
わ
か
る
の
で

参
考
に
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
知
り
合

い
と
情
報
を
共
有
し
た
り
。

取
り
戻
そ
う
！
健
康
長
寿
お
き
な
わ

● 

県
内
の
死
亡
順
位
の
高
い
が
ん（
２
０
２
３

年
）の
デ
ー
タ
に
驚
き
ま
し
た
。
男
性
の
1
位

は
肺
が
ん
、女
性
の
１
位
が
大
腸
が
ん
と
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
が
ん
検
診
を
受
診

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。
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